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またも　改憲への本音を吐露

一自衛隊トップが政府と異なる見解を発表－

　　国母神空耳長の論文や発言にけ、ひじ上うな驚きと不安をおぼえた。この論文によれば、日本がアジア

諸国に耐えがたい苦しみを与えた侵略国家だったなどというのは「正に濡れ衣」なのである。これらの国々

は日本軍によって圧制から解放され、近代化し生活を向上させたのであり、むしろ大東亜戦争を肯定的に評

価しているという。このように日本の侵略を正当化どころか美化したうえで、伝統ある軍としての誇りをも

って活動できる自崔唯でなけれぱならないとさえ主張

している。

　これは歴代政権が踏襲し、外交の基本となっているロ

本の侵略を認めた村山談話をIE面から否定する歴史認

識である。麻生首相は「現役の幕僚長にありながらの発

;1’は極めて不適切」として解任はしたものの、懲戒処分

とはしなかった。あまりにいい加減な対応だ。

　　「立場Eの不適切さ」の批判にとどめ「政府見解（侵

略を認め、謝罪ｎを、自衛隊を含めた国民すべてに繰

り返し明らかにすることをしないのは何故なのか。二れj

までも、また今も自民党の政治家が、同様の発言を繰り

返してやまないことと、肢が自衛隊の中にこうした歪ん

だ歴史観を持ち込み、とんとんと空自トップにまで上り

詰めたことが、どこかで繋がりてはいないのか。

　村山富市首相談話　１９９５年

　わが国は､遠くない過去の一時期､国策を誤り、

戦争への道を歩んで国民を存亡の危機に陥れ､植

民地支配と侵略によって、多くの国々、とりわけ

アジア諸国の人々に対して多大の損害と苦痛を

与えました。私は、未来に過ち無からしめんとす

るが故に､疑うぺくもないこの歴史の事実を謙虚

に受け止め､ここにあらためて痛切な反省の意を

表し、心からのお詫びの気持ちを表明いたしま

す。また、この歴史がもたらした内外すべての犠

牲者に深い哀悼の念を捧げます。＜抄出＞

（戦後５０年の節目に発表された｡）

　これら一一連の勤きは√多くの歴史家が折柄したような、史実にたいする無知であるばかりではなく、特別

の斤目をもった歪曲と誼わざるを得かい。このような発言を操り返すこしで国民を揺さぶり、改憲にむかう

道に引きずり込もうとする意図がみてとれる、きびしく対処レ汗疹を喚起しよヤごはありませんか。

野田南地域九条の会

ドキュメンタリー上
石 、

一 一 一 一

｢イラクに行った女性兵士の記録｣

　米軍がイラクに送り込んだ兵士の11％が女性。

戦地での体験から帰週後も心の偏に苦しみ家族と

の関係が壊れる例が後を絶だない｡子供たちの

｢なぜママがイラクに行くの？｣｢どうして戦争をす

るの？｣という問いにどう答えるのでしょう｡ドキュ

メンタリーを見て気軽に話しましょう。

12月了日(日)13:30分～16:00

南部梅郷公民館

参加費　無料　　連絡先7124-9206(大丼)

かわま九条の会

学習会

　　　　｢米軍再編と自衛隊｣

　最近の自衛隊では事故や自殺など事件報道が

目立ちます｡その一方で､米軍再編が着々と進行し

ています｡無関係に見えるこれらの出来事は密接

な関係があるという｡身近な問題から今起きてい

ることを考えてみませんか。

12月了日(日)13:30～16:00

野田市北部公民館

講師　永田研二さん(月刊ミニコミ話｢たんぽぽ｣

資料代　300円　連絡先了129-4849(柳)
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